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知られていた中曽根は、 1970 年 1 月から 1971 年 7 月まで防衛庁長官を務めた。その長
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２．研究成果 
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次に、第 2 の点についてである。中曽根は、防衛庁長官在任中に「自主防衛 5 原則」
や「専守防衛」、「非核中級国家」を提唱し、「国防の基本方針」改定、『防衛白書』刊行、
外交・防衛連絡会議の設置などの動きをみせた。また、策定中であった 4 度目の防衛力







最後に第 3 の点である。上述の通り、中曽根は様々な提案をしたが、「自主防衛 5 原則」
と「非核中級国家」は定着せず、「国防の基本方針」改定は頓挫し、『防衛白書』の刊行













 本研究助成によって入手した文献や史資料の一部を博士論文「戦後日本の防衛政策史  
1969～ 1976 年：防衛大綱に至る過程を中心に」の執筆に用い、同博士論文によって 2015
年 3 月に博士号を取得した。  
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本研究助成によって入手した文献や史資料の一部を 博士論文「戦後日本の防衛政策史  
1969～ 1976 年：防衛大綱に至る過程を中心に」の執筆に用いた。同博士論文により、2015
年 3 月に博士号を取得した。今後は博士論文を単著として刊行し、同書において本研究の
成果を盛り込む予定である。  
 
